
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
の
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
児
童
生
徒
の
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ（
一
般
廃
棄

物
）を
小
・
中
学
校
で
回
収
し
、
福
祉
施
設（
軽

井
沢
福
祉
園
）で
洗
浄
し
、
選
別
し
ま
す
。
そ
の

後
、秋
田
ウ
ッ
ド
�
で
新
建
材（
Ａ
Ｏ
│
Ｍ
ウ
ッ

ド
）の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。小
・
中
学

校
に
は
、
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
量
に
応
じ
て
製
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、「
学
校
」、「
福
祉
施
設
」、「
企

業
」が
協
力
し
て
進
め
る
新
た
な
一
般
廃
棄
物

リ
サ
イ
ク
ル
モ
デ
ル
と
し
て
、
全
国
的
に
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

平
成
１９
年
５
月
か
ら
、
市
内
の
全
小
・
中
学

校
で
回
収
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
３
月

ま
で
に
約
３
５
０
０
�
回
収
さ
れ
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
数
に
換
算
す
る
と
約
１
１
７
万
本（
市
民

一
人
当
た
り
１４
本
分
）に
相
当
し
ま
す
。

原
料
と
な
る
の
は
、
清
涼
飲
料
水
の
キ
ャ
ッ

プ
の
み
で
す
。
不
要
な
物
が
混
じ
る
と
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
の
品
質
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
清
涼
飲
料
水
以
外
の
キ
ャ
ッ
プ

（
し
ょ
う
油
な
ど
の
調
味
料
、
化
粧
品
、
イ
ン
ス

タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
キ
ャ
ッ
プ
）は
入
れ

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一人当たり回
収量〔kg／人〕
０．４２
０．６８
０．９８
０．３９
０．３２
０．４９
１．４０
０．４５
０．９８
０．６５
０．３７
０．５８
１．０７
１．２８
０．８７
０．３１
０．６２
０．５２
３．３２
１．７３
０．７４
０．９１
０．１２
０．４４
０．１７
０．０７
０．７４
０．１４
０．９９
０．４６
０．３５
０．１１
０．１０

児童生徒数

３４５
４５１
３６９
５９９
３５３
２１２
２３

１４４
２２３
１４７
１４０
８４

１６３
２６４
１３３
１２８
３０

１０７
２１
２９

１６３
２１
５０
７７

１６８
５００
５５６
２７５
９３
８９

１２１
２１２
２６０

６，５５０

回収量〔kg〕

１４３．４
３０５．０
３６１．１
２３２．５
１１４．５
１０４．０
３２．３
６４．８

２１８．５
９５．０
５２．０
４９．１

１７５．０
３３８．５
１１５．６
３９．５
１８．５
５５．８
６９．７
５０．３

１２０．０
１９．２
６．０

３３．６
２８．４
３４．７

４１３．５
３７．８
９２．１
４０．８
４２．７
２３．４
２４．７

３，５５２．０

学 校 名

桂 城
城 南
城 西
有 浦
釈 迦 内
長 木
雪 沢
川 口
上 川 沿
成 章
花 岡
矢 立
南

扇 田
西 館
東 館
大 葛
早 口
岩 野 目
山 田
山 瀬
越 山
矢 立 中
花 岡 中
第 二 中
東 中
第 一 中
比 内 中
成 章 中
下川沿中
南 中
田 代 中
国際情報
合 計

�広報大館２００８．５

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
・
廃
食
用
油
の

リリ
ササ
イイ
クク
ルル
がが
進進
んん
でで
いい
まま
すす

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

リ
サ
イ
ク
ル
事
業

市では、「地球温暖化防止対策」と「循環型社会の形成」を促進するた

め、一般廃棄物の発生抑制と地域資源の有効活用を検討しています。

この中で、燃やせるごみとして焼却処分していたペットボトル

キャップと廃食用油に着目し、リサイクル事業を行っています。
申・問 環境課環境企画係�４３－７０４８

昨年度のキャップ回収実績

たたつつみみ町町のの廃廃食食用用油油回回収収所所。。
専専用用ののビビンンかかららポポリリタタンンククにに移移ししまますす。。


